
（第３号様式－１）
平成２２年度 学校評価実施報告書

学校番号 ９ 学校名 千葉県立千葉北高等学校 課程名 全日制の課程

領域
自 己 評 価 の 結 果 改 善 方 策

学 ①授業公開により，保護者等の授業参観の機会を提 ①ホームページの内容の検討を行うとともに，担
供できたが，ホームページについては更新が十分 当者を決め定期的に更新を行うようにしていく。

校 に行えず，生徒や保護者に必要な情報提供ができ
なかった。

経 ②５年間の中期将来計画について，策定委員会を設 ②具体策の検討を進め，実施していく。
置し，具体策を検討することができた。

営 ③学校評価アンケートの授業に関する項目で，職員 ③この差の原因を分析するため，必要により，よ
と生徒及び保護者との結果に大きな差があった。 り詳しいアンケートを実施する。

①県教委指導課による「授業力の向上を図る」趣旨 ①指導課による指導・改善点の指摘を踏まえ，生
の学校訪問があり，授業参観の後，全ての教科に 徒の学習歴を把握した上で，生徒の力量（学ぶ

学 ついて，指導・講評があり、改善点が指摘された。 力）を高める授業を展開していく。
全体会では新学習指導要領の説明がなされた。 ②多岐にわたる生徒の興味・関心に対応するため

習 ②２・３年次の科目選択において，将来の希望に結 に教科指導を充実させ，進路希望に応じたキャ
びつく説明・選択・決定を行うことができた。 リア教育をベースに学習相談体制を構築する。

指 ③授業評価のアンケートでは，ほとんどの教員が授 ③生徒のアンケートからは，特に家庭学習の少な
業改善，学習指導の創意・工夫，きめ細かい指導 さが指摘される。長期休業期間だけでなく，学

導 をしていると答えているのに対し，生徒・保護者 期を通して，適切な時期に適切な内容・量の課
からは消極的な評価が多く，結果に差が見られた。 題を課していく。

①全体の遅刻者数は減少しているが，１・２年生に ①余裕のある生活を提唱する。（遅刻の多い生徒
おいては遅刻に増加傾向が見られた。 には，従前どおり早朝登校を課して，生活のリ

生 ズムの改善を図る。）
②教育相談については，特に保健室，相談室及び担 ②今後も各担当者との連携を密にしながら，生徒

徒 任等が一丸となって適切に対応することができた。 の心身の健康育成を図る。
③人権侵害とも受け取られかねない軽率な言動が， ③自分だけではなく他人の「人権」も考えられる

指 生徒どうしの間でみられるようになってきた。 よう「気配り」を提唱する。
④登校指導により，登校時における生徒の状況に改 ④ゆとりがあれば，通学時のマナーが向上する。

導 善傾向が見られるようになった。 「早目の行動」によりゆとりある生活を送るよ
う，早朝登校を提唱する。

⑤制服の正しい着用指導を展開しているが，徹底が ⑤年度当初に家庭にも呼びかけて，指導の徹底を
不十分であった。 図る。

①生徒の進路希望実現に向けてよく努力していると ①進路に関する保護者への情報提供が，徐々に奏
いう回答は，教職員７０%，保護者６４%で，昨 効してきているので，プリント等を活用し，さ
年の約２０%の差が大きく縮まった。 らに連絡を密なものとしていく。

キ ②１学年は年３回（１０月進路講演会等），２学年 ②上級学校ガイダンス等，学年をまたいで行われ
ャ は年３回（１２月上級学校模擬授業，３月上級学 るものは，会場の確保やプロジェクターの用意
リ 校ガイダンス等），３学年は年５回（５月専門学 など事前準備を綿密に行う。また，３年間の段
ア 校ガイダンス，８月推薦入試説明会，９月面接ガ 階的・継続的な指導が行えるように計画を練り
教 イダンス等）の進路関係行事をそれぞれ実施し， 上げていく。
育 成果を上げることができた。

③各種ガイダンス等の有効な対策が取られていると ③生徒はガイダンスの重要さにあまり気づいてい
いう回答は，教職員８３% 生徒６１%と約２０% ないので，事前指導と意識づけに重点を置く。
強の開きがあった。

①ＬＨＲに計画性があると感じる教職員は昨年の７ ①保護者の期待に応えるべく，ＬＨＲの計画的な
割程度に比べ５割強と激減した。なおかつ，生徒 実施に向けて早急な対応が必要である。自主性
がＨＲ活動での自分の役割を理解できるかという ・リーダー性を育成するために，生徒自らが運

特 点についても，昨年の８割強から７割強へと減少 営する基盤はあるので，ＨＲ活動の取り組みに
した。一方，保護者の８割強がＨＲ活動への肯定 対する教職員の意欲を一層高めていく。
的意見を有しており，その認識に差が見られた。 ②クラスがまとまるように心掛けている生徒の割

別 ②リーダー性・自主性を育成しようとする教職員が 合が高くなりつつあるので，周囲の状況を理解
６割弱と減少した。これに対し，クラスがまとま できる力の育成と自制心の養成の継続的な指導
るように心掛けている生徒は６割強と増加した。 が必要である。また，ＨＲ活動の意義について，

活 このことから，生徒側と教職員側それぞれの意識 生徒と教職員がさらに認識を深めるように努め
に隔たりが見られた。 ていく。

③各行事への取り組みに関して生徒の８割強，保護 ③この状態を維持できるように，学校行事に臨む
動 者の９割強が肯定的な意見であった。また，教職 現在の体制の継続及び強化を図っていく。

員も９割が参加を肯定しており，この点で認識が
共通していることが明らかになった。

特 ①総合的な学習の時間は計画的に運営されており， ①「国際理解」学習に関して，生徒からの評価が
色 「国際理解」学習に関して，保護者からは概ね良 相対的に低いことに鑑み，生徒の興味・関心を
あ 好な評価を得られた。 掌握した上で内容のさらなる充実を図っていく。
る ②「国際理解セミナー」の内容についての生徒の感 ②「国際理解セミナー」は今後も継続するととも
教 想は極めて良好で，「世界に視野が広がりそうだ」 に，講師の人選について情報収集に一層努める。
育 という声が多く聞かれた。
活 ③１０月の授業公開にはのべ３３人の参加者があり，③授業公開参加者が毎年減少傾向にあるため，実
動 本校に対する良好な評価を得ることができた。 施を周知する方法について検討していく。



（第３号様式－２）

学校評価の公表につい ・学校通信（３月発行）で保護者に公表する。
て ・３月１５日から，ホームページをアップし，学校評価等を公表する。

（手段・時期等）

領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 学 校 評 価 の ま と め

①ホームページの情報提供対象者を誰にして ①ホームページの情報提供の対象とそれにあった
いるかによって，評価が異なってくるので， 内容を検討し，ホームページの内容の充実に努

学 対象とそれにあった内容を検討してはどう める。また，部活動ＯＢ会のホームページ等と
か。 のリンクについて検討していく。

校 ②可能であればホームページ担当がいるとよ ②コンピュータ操作に明るい職員を担当につける
いのではないか。 とともに，校内における情報の流れを明確にし，

経 担当者の元へ速やかに情報が集まるシステムを
構築する。

営 ③特色ある学校づくりについて，保護者と生 ③保護者と生徒との意識にギャップが生ずる原因
徒との意識にギャップが見てとれる。 の究明に努めるとともに，情報が共有できるた

めの条件を整える。

①教育課程の特色について，生徒・保護者の ①生徒・保護者向けの情報提供を積極的に行い，
理解が十分でない。 教育課程の理念とその特色を十分に理解してい

学 ただく。
②学力向上を目指して，少人数指導や補習授 ②教員の配置といった課題もあるが，少人数指導

習 業を導入してはどうか。 や補習の実施には継続的かつ組織的に取り組ん
で行く。

指 ③家庭学習の充実を目指して，学校として工 ③各教科において，授業と連動して学力向上の成
夫を凝らしてほしい。 果が上がるような課題を工夫する。

導 ④安易な推薦入試やＡＯ入試を避ける指導が ④進路指導部を中心に，「さらなる高み」をめざ
必要である。 してチャレンジする志を育むとともに，その具

現化を目指して学力向上に取り組む。

生 ①全体的に生徒はきちんとした学校生活を送 ①良好な評価に慢心することなく，きめ細かな指
徒 っており，安心して学校に託すことができ 導を継続していく。
指 る。
導 ②一部生徒に登下校時の服装の乱れ等がみら ②登校指導期間中のみならず，日常的・組織的な

れ，学校の評価を落とす懸念がある。 生活指導に取り組む。

キ ①看護・医療系ガイダンス，公務員ガイダン ①現状に慢心することなく，生徒のニーズを把握
ャ ス等の進路ガイダンスが豊富に実施されて することに努め，それに応える指導に工夫を凝
リ いる。今後もさらに一層，キャリア教育の らす。
ア 充実に邁進してほしい。
教 ②学校としての「進路通信」の発行を望む。 ②進路指導部として，定期的な「進路通信」の発
育 行を検討して行く。各学年でも進路に関する情

報の発信に努める。

①リーダー性・自主性を育むために教員が腐 ①特に１学年担当教員が，生徒に対して手をかけ
特 心している一方で，生徒の依存心が過度に すぎてしまう傾向が見られるので，速やかな自
別 高まることが懸念される。 立を促すような指導に留意する。
活 ②今後も現在の学校行事を継続してほしい。 ②学校行事は精選を図る一方で，教育的効果の高
動 いものについては，さらに改善すべき点を改善

して発展させて行く。
③学校行事については，地域の方々にもお知 ③回覧板を活用するなど，学校行事に関する情報

らせし，積極的に参加していただけるよう をきめ細かに地域へ発信するよう努める。
工夫してほしい。

特 ①生徒から評価の高い，国際理解セミナーを ①講師の人選にはさらに工夫を凝らし，生徒の国
色 さらに充実させてほしい。 際理解に役立てていく。
あ ②「千葉北高校中期（５年間）将来計画」に ②「志を高く掲げ，文武両道を目指すとともに，
る うたわれている「人間的に一流」の生徒を 心豊かな逞しい生徒」を育てるために，学校と
教 育成することを目指し，教育活動を展開し しての教育機能を全校体制で高めていく。また
育 てほしい。 その具現化を目指し，「確かな進学校」，「文武
活 両道の学校」及び「家庭・地域から信頼される
動 学校」づくりに邁進する。


